
冒
頭
、
泉
北
教
組
が
こ
の
間
、

結
果
公
表
に
つ
い
て
市
教
委
に

再
三
問
い
合
わ
せ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
方
が
入
手
し

た
和
泉
市
教
委
案
を
示
す
ま
で
、

一
切
の
回
答
が
無
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
追
求
す
る
と
、
市

教
委
は
「
直
前
に
な
っ
た
こ

と
は
申
し
訳
な
い
。
今
後
、
こ

う
い
う
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し

た
い
」
と
組
合
へ
の
提
示
が
遅

す
ぎ
た
こ
と
を
謝
罪
し
ま
し
た
。

今
回
の
交
渉
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
市
教
委
の
示
す
形

式
で
は
、
市
内
全
小
中
学
校
の

序
列
化
が
可
能
と
な
る
の
で
は

な
い
か

、
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
市
教
委
は
、
序
列
化
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
し
な

が
ら
も
、
「
序
列
化
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
は
否
定
で
き
る
も

の
で
は
な
い
」
と
回
答
し
ま
し

た
。

『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』

の
実
施
要
領
に
は
、
調
査
結
果

の
取
扱
い
に
関
す
る
配
慮
事
項

と
し
て
、
「
序
列
化
や
過
度
な

競
争
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
教
育
上
の
効
果
や
影
響
等

に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
和
泉
市
教
委
も

昨
年
３
月
の
市
議
会
で
「
学
校

別
の
平
均
点
が
予
測
さ
れ
る
こ

と
で
、
ま
る
で
、
教
育
活
動
全

て
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
よ
う

に
と
ら
え
ら
れ
る
点
、
そ
れ
に

よ
る
序
列
化
、
地
域
格
差
等
に

つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
学
校
別
の
公
表

は
控
え
た
い
」
と
答
弁
し
て
い

ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和

泉
市
教
委
が
、
序
列
化
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認

め
た
上
で
、
各
校
の
領
域
別
正

当
率
を
数
値
で
公
表
す
る
と
決

め
た
こ
と
は
大
問
題
で
す
。

今
回
の
交
渉
で
、
単
学
級
の

学
校
は
、
数
値
に
よ
る
公
表
は

し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

教
委
は
単
学
級
以
外
の
理
由
は

配
慮
の
対
象
と
し
な
い
方
向
で

す
。
さ
ら
に
「
最
終
判
断
の
決

定
権
は
、
校
長
と
市
教
委
の
ど

ち
ら
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
泉

北
教
組
の
追
及
に
対
し
て
、
市

教
委
は
明
確
に
答
え
ら
れ
ず
答

弁
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
市
教
委
は
指
導
・
指

示
は
す
る
が
、
最
終
判
断
の
決

定
は
で
き
な
い
こ
と
を
市
教
委

自
身
が
示
し
た
も
の
と
い
え
ま

す
。

今
回
の
結
果
公
表
に
よ
り
学

校
間
の
序
列
化
が
進
め
ば
、
平

均
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
至
上
命

題
と
な
り
、
過
去
問
対
策
が
強

調
さ
れ
る
な
ど
、
本
来
の
学
力

と
は
か
け
離
れ
た
指
導
が
ま
か

り
通
る
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
ま
た
、
地
域
や
自
校
を
愛

す
る
心
や
自
尊
感
情
に
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
「
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の

日
に
休
む
子
が
い
る
」
「
『
う

ち
の
子
の
点
数
が
悪
く
て
す
み

ま
せ
ん
』
と
謝
る
保
護
者
が
い

る
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
を
追
い
つ
め
て
い
る
実
態

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

泉
北
教
組
は
、
学
校
を
序
列

化
し
、
子
ど
も
た
ち
を
い
っ
そ

う
の
競
争
に
駆
り
立
て
る
『
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
の

結
果
公
表
に
つ
い
て
、
断
固
反

対
す
る
も
の
で
す
。

子どもたちのために、最善の教育条件を確保しよう！ 泉北教組への加入をうったえます。
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『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
の
結
果
公
表
方
法
に
つ
い
て
、

和
泉
市
は
、
領
域
別
平
均
正
答
率
を
学
校
ご
と
に
公
表
す
る
こ
と

を
８
月
14
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

泉
北
教
組
は
、
８
月
29
日
市
教
委
と
交
渉
を
も
ち
、
今
回
の
公
表

方
法
の
問
題
点
を
追
及
し
ま
し
た
。

〈交渉の主な追及点と市教委の回答〉

１．『全国学力・学習状況調査』の結果公表方法についての泉北教組要

請書（５月）に対し、当方が入手した和泉市教委案を示すまで、一切の

回答が無かったことは不誠実ではないか。

和泉市教委

「８月４日の校長会を受けて、６日に提示するつもりであった。14日の

教育委員会定例会の議案発送（７日）の直前になったことは申し訳ない。

今後、こういうことが無いようにしたい。」

２．市教委の雛形の形式で学校が結果を公表すれば、領域別の正答率を

合計または平均することにより、市内全小中学校の序列化は可能となる

のではないか。

和泉市教委

「保護者の理解を得て協力してもらうために、各校の領域別正答率を示

すものであり、平均正答率の公表には当たらない。序列化につながるお

それは否定できるものではないが、領域別の正答率の合計・平均では正

確な正答率は算出できないと考えている。」

３．実施要項には『学校や地域の実情に応じて、個別の学校や地域の結

果を公表しないなど、必要な配慮を行うこと。』とある。学校や地域の

実情により、校長の判断で、領域別正答率を掲載しないことは可能では

ないのか。

和泉市教委

「14日の教育委員会定例会で『和泉市教育委員会として、各学校それぞ

れが、領域別の正答率を含めた結果公表を行うよう指示する。』と決定

した。教育委員会としては、事前にすべての校長とのヒアリング等によ

り調整しており、単学級の学校には配慮している。該当する学校以外の

校長には、決定通り公表するよう指導・指示する。」


